  梅を詠める歌

万 葉 集
１６４０

わが丘に  盛んに咲ける  梅の花
                  残れる雪を  まがへつるかも
１６４１

沫雪に  降らえて咲ける  梅の花
              君がりやらば  よそえてむかも
１６４２

たな霧（ぎら）ひ  雪も降らぬか  梅の花
            咲かぬが代（かひ）に   擬（そ）へてだに見む
１６４４

引きよよぢて  折らば散るべみ  梅の花
                  袖にこきれつ  染（し）まば染（し）むとも
１６４５

わが屋前（には）の  冬木の上に  降る雪を
                          梅の花かと   うち見つるかも
１６４７

梅の花  枝にか散ると  見るまでに
                風に乱れて   雪ぞふりくる
１６４８

十二月（しはす）には  沫雪（あわゆき）ふると  知らねかも
                                    梅の花咲く   含（ふふ）めらずして
１６４９

今日ふりし  雪に競（きほ）ひて  我が屋前（には）の
                             冬木の梅は   花咲きにけり
１６５１

沫雪の   このころつぎて  かくふれば
                    梅の初花   散りかすぎなむ
１６５２ 

梅の花  折りも折らずも   見つれども
                  今夜（こよひ）の花に  なほ如（しかずけり）
１６５６

酒杯に  梅の花浮（うか）べ  思うどち
                      飲みての後は   散りぬともよし
１６６０

梅の花   散らす冬風（あらし）の  音のみに
                  聞きし吾妹（わがも）を   見らくしよしも
１６６１

ひさかたの  月夜（つくよ）を清み  梅の花
                    心開けて  わが思（も）へる君
古今集

       梅の歌
２８

梅が枝に  ものうきほどに  散る雪を   
                   花ともいはじ  春の名だてに
３０

梅が枝に  鳴きてうつろう  鶯の  
                  はね白たへに  あわ雪ぞ降る
４０

大雪は  梅のにほひに  かすみつつ  
                 くもりもはてぬ  春の夜の月
４１

折られけり  くれない勾ふ  梅の花   
                   今朝しろたへに  雪は降れれど
４２ 

あるじをば  誰ともわかず  春はただ  
                     垣根の梅を  たづねてぞ見る
４３

心あらば  とはましものを  梅が香に  
               たが里よりか  匂ひきつらむ
４４

梅の花  にほひをうつす  袖のうへに  
                    軒もる月の  かげぞあらそふ
４５

梅が香に  むかしをとへば  春の月  
                  こたへぬかげぞ  袖にうつれる
４６

梅の花  誰が袖ふれし  にほひぞと   

                 春や昔の月と  とはばや
４７

梅の花  あかぬ色香も  むかしにて   
               おなじかたみの  春の夜の月
 ４８

来ぬ人に  よそへて見つる  梅の花   
                   散りなむ後の  なぐさめぞなき
４９

春ごとに  心をしむる  花の枝に   
                 誰がなほざりの  袖が触れつる
５０

梅散らす  風を越えてや  吹きつらむ   
                  かをれる雪の  袖にみだるる
５１

とめこかし  梅さかりなる  わが宿を   
                    疎きも人は  をりにこそよれ
５２

ながめつる  今日は昔に  なりぬとも   
                  軒端の梅は  われを忘るな
５３

散りぬれば  にほひばかりを   梅の花   
                    ありとや袖に  春風の吹く
５４

ひとりのみ  ながめて散りぬ  梅の花   
                    知るばかりなる  人はとひこず
梅花の歌三十二首並びに序
天平二年正月十三日師（そち）の老（おきな）の
宅（いへ）に集まるは宴会を申（の）ぶるなり。時に
初春の令（よ）き月、気淑（よ）く風和（なご）み

梅は鏡の前の粉を披（ひら）き、蘭（らに）は珮の後の
香を薫らす。加以（しかのみならず）、曙の嶺に雲移りては、
松、うすものをかけて蓋（きぬがさ）を傾け、夕のくきに
露結びては、鳥、となみに封（こ）めらえて林に迷ふ。
庭には新しき蝶舞ひ空には故（もと）つ鴈（かり）帰る。
ここに天を蓋（きぬがさ）にし、地を座（しきい）にし、膝を
促（ちかづ）けさかづきを飛ばす。言を一室の裏（うち）に
忘れ衿を煙霞の外に開き、淡然として自ら放つ（ほしいままに）、
快然として自ら足りぬ。若し輸苑にあらずば、何を以ちてか情を
のべむ。詩に落梅の篇を紀（しる）せり。古と今とそれ何ぞ
異ならむ。宜しく園の梅をよみて聊か短詠を成すべし。
（八一五～八四六）
正月（むつき）立ち  春の来たらば  かくしこそ  

                         梅を招（を）きつつ  楽しき竟（を）へめ
梅の花  今咲けるごと  散り過ぎず  

               わが家（へ）の苑（その）に  ありこせぬかも
梅の花  咲き足る苑の  青柳は

               かづらにすべく  成りにけらずや
春されば  まづ咲く宿の  梅の花  

               ひとり見つつや  春日くらさむ
世の中は  恋繁しゑや  かくしあらば

                梅の花にも  成らましものを
梅の花  いま盛なり  思うどち

              かざしにしてな  今盛りなり
青柳  梅とのはなを  折りかざし 

              飲みての後は  散りぬともよし
わが苑に  梅の花散る  ひさかたの  

                  天より雲の  流れ来るかも
梅の花  散らくはいづく  しかすがに
                この城（き）の山に  雪はふりつつ
梅の花  散らまく  惜しみわが苑の
                           竹の林に  鶯鳴くも
梅の花  咲きたる苑の  青柳（やぎ）を

                かづらにしつつ  遊び暮さな
うちなびく  春の柳と  わが宿の

                 梅の花とを  いかにか分かむ
春されば  木末（こぬれ）隠りて  鶯ぞ　
                     鳴きていぬなる  梅が下枝（しづえ）に
人ごとに  折りかざしつつ  遊べども

                     いや珍しき   梅の花かも
梅の花  咲きて散りなば  桜花

                  継ぎて咲くべく  なりにてあらずや
萬世に  年は来経（きふ）とも  梅の花

                   絶ゆることなく  咲き渡るべし
春なれば  宣（うべ）も咲きたる  梅の花

                         君を思うと  夜寝（よい）も寝なくに
梅の花  折りてかざせる  諸人は

                  今日の間は  楽しくあるべし
年のはに  春の来らば  かくしこそ

                 梅をかざして  楽しく飲まめ
梅の花  いまさかりなり  百鳥の声の

                 恋（こほ）しき  春来（きた）るらし
春さらば  あはむとと思（も）ひし  梅の花  

                  今日の遊に   あひ見つるかも
梅の花  手折りかざして  遊べども  

                  飽足らぬ日は  今日にし有けり
春の野に  鳴くや鶯  なつけむと

               わが家（へ）の苑に  梅が花咲く
梅の花  散り乱（まが）ひたる  岡傍（び）には
                        鶯鳴くも  春片設（かたま）けて
春の野に  霧立ち渡り  降る雪と

               人の見るまで  梅の花散る
春柳  かづらに折りし  梅の花  

                誰か浮べし  酒盃（さかづき）の上（へ）に
鶯の  声聞くなへに  梅の花

            吾家（わぎへ）の苑に  咲きて散る見ゆ
わが宿の  梅の下枝（しづえ）に  遊びつつ

                       鶯鳴くも  散らまく惜しみ
梅の花  折りかざしつつ  諸人の  

                遊ぶを見れば  都しぞ思（も）ふ
妹が家に  雪かも降ると  見るまでに  

                ここだも乱（まが）ふ  梅の花かも
鶯の  待ちかてにせし  梅が花  

               散らずありこそ  思ふ子がため
霞立つ  長き春日を  かざせれど  

             いや懐かしき  梅の花かも
    後に追ひて和（こた）ふる梅の歌四首  

                       （八四九～八五二）
残りたる  雪に交れる  梅の花

                早くな散りそ  雪は消（け）ぬとも
雪の色を  奪いて咲ける  梅の花

                いま盛りなり  見む人もがも
わが宿に  盛に咲ける  うめの花  

                散るべくなりぬ  見む人もがも
梅の花  夢に語らく  風流（みやび）たる

            花と吾思（あれも）ふ  酒に浮べこそ
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